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郵政ユニオン広島支部の組合事務室を獲得しよう！ 会社は組合事務室を貸与せよ！ 

                    

     

 
 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
本
部
主
催
、
「み
ら

い
講
座
」が
１
０
月
１
４
・１
５
日
、
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
み
ら
い
講

座
」と
は
、
次
世
代
の
組
合
役
員
育

成
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全

国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
広
島
支
部
か

ら
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
日
は
中
央
本
部
の
家
門
副
委

員
長
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
清
掃
労
働
者

の
た
た
か
い
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
「姿
を
見
せ
る
宣

伝
」の
重
要
性
を
学
び
、
宣
伝
用
の
ビ

ラ
の
作
成
を
体
験
し
た
り
し
ま
し

た
。 

    

二
日
目
に
は
、
吉
田
副
委
員
長
か

ら
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
や
非
正
規
署
名
の
重
要
性

と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
要
求
を
掲

げ
て
た
た
か
う
こ
と
が
、
い
ま
こ
そ

必
要
な
こ
と
だ
と
学
び
、
２
日
間
の

講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。 

以
下
は
、
今
回
支
部
か
ら
参
加
し

た
組
合
員
の
感
想
で
す
。 

「中
国
地
本
内
の
期
間
雇
用
社
員
の

組
合
員
は
集
配
の
人
が
多
い
が
、
今

回
は
郵
便
内
務
の
人
も
多
く
、
情
報

交
換
で
き
、
問
題
を
共
有
で
き
た
。

特
に
仕
事
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
事
で

困
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
共
感
で
き

た
。
」 

「横
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
。
他
の
職
場
の
状
況
（パ
ワ
ハ

ラ
が
絶
え
な
い
大
阪
な
ど
）、
全
国
の

組
合
員
の
い
ろ
ん
な
考
え
方
（な
ぜ
ユ

ニ
オ
ン
に
い
る
事
の
意
義
な
ど
）と
い

っ
た
情
報
交
換
が
出
来
て
有
意
義
だ

っ
た
。
」 

「ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
の
み
な
ら
ず
、
ま

た
、
期
間
雇
用
社
員
の
人
に
も
是
非

体
験
し
て
欲
し
い
取
り
組
み
で
刺
激

を
受
け
、
良
い
気
分
転
換
に
な
っ

た
。
」 

 

 

 

横の繋がりの 

大切さを学ぶ 
－本部主催「みらい講座」に参加しました－ 

－

郵政産業労働者 

ユニオン広島支部 

(広島郵便局内) 

 

中
国
地
本
「
み
ら
い
講
座
」 

 
 
 

１
１
月
１
１
日
（
土
） 

 
 
 

広
島
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー 

  


